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論文の内容の要旨

論文題目

アラビア語版『サラーマーンとイブサール物語』の写本研究

― 古代末期からイスラームへの文化伝播に関する文献学的考察 ―

氏名 森 下 信 子

本論文は、アラビア語で書かれた二つの『サラーマーンとイブサール物語』に関する総合的研究

である。『サラーマーンとイブサール物語』は、イスラーム世界で非常に人気のある研究テーマであ

り、現在もしばしばこの物語に関する研究書が出版されている。この名をもつ物語は数多く存在し、

イスラーム思想史を通じて「サラーマーン」と「イブサール」が多くの知識人に霊感を与えてきた

ことがうかがわれる。この中で、本論文が対象とするのは、九世紀後半から十世紀に成立したと推

測される物語（偽フナイン訳『サラーマーンとイブサール物語』）と、イブン・スィーナー（1037

年没）の『サラーマーンとイブサール物語』の二つである。イスラーム世界にみられる『サラーマ

ーンとイブサール物語』はすべて、この二つの物語のいずれかに遡及する。すなわち、本論文が対

象とする二つの物語は、イスラーム世界の『サラーマーンとイブサール物語』の起源といえる。で

は、「サラーマーン」と「イブサール」という名そのものは、何に由来するのか。本論文は、この点

にも重点をおいている。

本論文の最大の特徴は、写本を最大に活用した点にある。まず、本論文は、二つの物語の校訂テ

クストを提示する。偽フナイン訳『サラーマーンとイブサール物語』のクリティカル・エディショ

ン作成は、長く望まれてきたにも拘らず、誰も着手しなかった。また、イブン・スィーナーの『サ

ラーマーンとイブサール物語』は、これまで散逸したとされてきた作品である。ゆえに、本論文が

示すこの二つの校訂テクストこそ、本論文の価値を最大に高めるものである。また、写本を用いる

ことによって、出版されたテクストからは知ることのできないテクストの伝達者や、知識人の人脈・

交流、人物名の綴りとそのバリエーション、テクストの成立過程など、物語にまつわる多くの外的

要因が明らかとなった。思想研究では、通常、作品の思想そのものや、またそれを社会的要因との

関連で論じるスタイルが主流である。本論文は、「思想内容の分析をおこなうためには、まずその基
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礎となる原典の整備が必須」と考える立場から、思想研究で通常行なわれている方法に加え、そこ

に校訂テクストの提示、全訳と注釈、写本だけが伝えるテクストの外的要因等の分析を含めた。こ

の意味において、本論文は、『サラーマーンとイブサール物語』の総合的研究と位置づけられる。

本論文のもう一つの特徴は、この初期の二つの『サラーマーンとイブサール物語』と、人物名の

起源となったアラブの故事成語の間に、有機的つながりを見い出している点にある。通常、二つの

物語やアラブの故事成語は、相互にまったく無関係な作品として扱われ、ただ共通の用語が指摘さ

れるに止まっている。しかし、その共通の用語、すなわち、名そのものにこそ、これらの作品間の

つながりを示す手がかりがある。本論文は、これを前提とし、この詳細を順を追って解説する。

本論文の構成は、五章から成り、詳細を以下とする。序章は、『サラーマーンとイブサール物語』

の全体的な概説を行う。イスラーム期の文学の中におけるアラビア語版『サラーマーンとイブサー

ル物語』の位置づけ、また、研究史の中における本論文の位置づけを示す。研究手法としては、写

本校訂が中心であるため、校訂に関して本論文が採用した研究手法を記した。

第一章は、イブン・アル=アゥラービーの『珍語集』とその故事成語を詳解する。第二章は、偽フ

ナイン訳『サラーマーンとイブサール物語』を扱う。第一節で物語の主題を考察し、第二節では先

行研究を検討する。先行研究における最大の要点は、「フナイン・イブン・イスハーク（873 年没）

が本当にこの物語をギリシャ語から訳したのか否か」という問題であり、筆者はこれを否とする。

第三節は、写本解説として、第一部で資料解説を行い、第二部でテクスト伝達者を解説する。第四

節は、偽フナイン訳『サラーマーンとイブサール物語』の校訂テクストを提示し、第五節は、その

和訳と注釈を提示する。第六節は、物語の人物名と作品の成立に関与した人物について考察する。

第三章は、イブン・スィーナーの『サラーマーンとイブサール物語』を扱う。第一節は、イブン・

スィーナーの寓意物語の全体像を描く。第一部で寓意物語の概観を示し、第二部でイブン・スィー

ナーの著作群の中の寓意物語の特性、第三部で著者の生涯と寓意物語の関係をそれぞれ論じる。第

四部で、先行研究を交えてイブン・スィーナーの寓意物語の執筆動機を論じ、第五部で寓意物語の

補完考察を行う。第二節は、『サラーマーンとイブサール物語』とイブン・スィーナーの別の著作と

の関連性について論じる。第三節は、写本概説として資料解説を行う。第四節は、第一部で『サラ

ーマーンとイブサール物語』の校訂テクストと和文対訳を提示し、第二部で『サラーマーンとイブ

サール物語』の注釈を示す。第五節は、『サラーマーンとイブサール物語』のテクスト伝達について

論じる。

第四章は、ナスィール・アッ=ディーン・アッ=トゥースィーの『指示と勧告の書注釈』を扱う。

第一節で、トゥースィーの『指示と勧告の書注釈』と『サラーマーンとイブサール物語』との関係

を論じる。第二節は、トゥースィーの『指示と勧告の書注釈』の資料を詳説し、各成立年代を示す。

第三節では、『サラーマーンとイブサール物語』の伝達関係について論じ、その補記として『サラー

マーンとイブサール物語』の関連著作をリストに挙げる。このリストは完全ではないが、二つの『サ

ラーマーンとイブサール物語』がイスラーム期の文学に与えた影響の大きさを俯瞰できるものであ

る。

終章は、結論として『サラーマーンとイブサール物語』の伝達関係図を示し、その解説を行う。

尚、本要旨の次頁にも、同様の伝達関係図を示しておく。巻末には、今回博士論文執筆のために収
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集した写本を CD-ROM にして付した。

本論文の思想史的成果は、以下の通りである。まず、偽フナイン訳『サラーマーンとイブサール

物語』は、アラブの故事やヘルメス主義など、古代末期文化の多様な影響を受けた作品であること

を明示する。そこでは、バビロニア、ペルシャ、エジプトなどの個性ある各文化は、すでに見分け

がつかないほど複雑に融合している。また、イブン・スィーナーに受け継がれた『サラーマーンと

イブサール物語』は、彼の救済論の表明であると同時に、先行文学の「本歌取」でもある。すなわ

ち、アラビア語版『サラーマーンとイブサール物語』は、一つのモチーフと二つの言葉が、イスラ

ーム以前の時代からイスラーム期に受け継がれ、イスラーム文化と親和しながら変容を遂げた作品

の一例と評価される。また、本論文は、今後の『サラーマーンとイブサール物語』研究の確固たる

基礎を確立した。今回得られた『サラーマーンとイブサール物語』に関する多くの新しい見地に基

づいて、今後、さらに考察が深められることが望まれる。
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Presumed original tale
related to Hermetic traditions?
〔unknown〕

The Pseudo unayn, Anonymous Tale
of Salmn and Ibsl in Arabic

〔translated or adopted or written
in the late 3 th／ 9th or the 4th／ 10th cent.〕

Long version (β)
〔by the 8th／ 14th cent.〕

’Abasan al-Lawkar’s
Autograph version
〔ca. 367-387／ 977-97〕

Ibn Sn’s Tale of Salmn and Ibsl
〔 ca.421-423／ 1030-32〕

Nar al -Dn al -s’s commentary
on Ibn Sn’s al-I shrt wa al- tanbht

Draft version（ψ）〔 644／ 1246〕

Nar a l -Dn al -s’s commentary 
on Ibn Sn’sal-I shrt wa al- tanbht
Revised vers ion（ω）〔 664／ 1266〕

（ca. 387／ 997）

Short version (α)
Kaml al-Dn al-Barn

〔 the late 7 t h／ 13 t h cent .〕

（654-56／ 1256-1258）

？

（664／ 1266）

結論 『サラーマーンとイブサール物語』の伝達関係図

〔 〕は成立年代、（ ）は伝達年代を指す。

The Arabic Tales of “Salmn and Ibsl”

The Arabic proverb “khalsalmn wa ’ibsl ib i -hi”
〔noted in al-Nawdir by Ibn al -A‘rbin the ear ly 3 t h／ 9 t h cent .〕

Oral transmission

Textual transmission

Word adoption

Repetition


